
年度目標（農地維持支払）

※カバー率：農振農用地面積（田畑）５９，５０７ｈａに対するカバー率
平成32年度の目標２２，０００haは、県内区画整理済み（30a区画）の田面積相当を目標

農振農用地（田）500ｈａ以上の市町村でカバー率15％未満

農振農用地（田）500ｈａ以上の市町村でカバー率25％未満

目　 　標平成29年度

加須 春日部 全県さいたま

１．重点推進地区を設定し、集中的に推進

平成28年度

【推進方策】

2 0 0 0

・活動組織では、組織の中心となる人材の確保が課題。
そのため、組織の広域化することで人材の確保を図る。
・組織を広域化することで、資材の集中購入や活動の実施方法等を効率化

５．事務軽減策のＰＲ

・活動組織の事務軽減のため、事務委託を推進し、事業への取り組みやすさをＰＲ

・ほ場整備完了地区への推進　→　事業により、地域のまとまりができており、推進が取り組みやすい

10.3% 85.1%

３．人材確保・活動の効率化に向けた広域組織の推進

44.4% 19.6%

４．他施策との連携

２．地域の実情に応じた推進

・活動組織の母体となる団体を想定した箇所への推進　→　自治会、水利組合、土地改良区等

川越 東松山 秩父

最重点

カバー率 21.9% 16.2%
農林Ｃ

19.3%
本庄 大里

22,000

37%カバー率 17% 22% 24% 33% 35%

面積（ha） 10,098

春日部市
越谷市、久喜市
幸手市、杉戸町
松伏町

13,041 14,153 19,400 20,700

実績 実績 実績 平成30年度 平成31年度

多面的機能支払交付金
平成２９年度実績及び平成３０年度事業推進について

Ⅰ　取組目標について

年度
平成27年度

10

H30年2月要望時点

平成32年度

－ －

・関係団体の定例会議等における推進　→　市町村の農業委員会、ＪＡの組合員会議等

・他施策の推進説明会と連携し、説明・推進を行う

10.2% 26.3%

－ 坂戸市
川島町
吉見町

1

－ 加須市

－

【最重点市町村】
【重点市町村】

7 12計 1 1

吉川市－

・他施策を取り組んでいる箇所への推進（中山間直接支払等）

－

Ⅱ　平成30年度推進方策について

2重点 さいたま市 －

地域部会を中心に地域の実情に応じた推進 

農地中間管理事業、ほ場整備事業等の施策と連携し、推進 

事務委託を活用した事務軽減策をＰＲ 

カバー率の低い水田地域を集中的に推進

組織の広域化推進で人材の確保と活動の効率化 組織の広域化推進で人材の確保と活動の効率化 
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